
深
み
の
あ
る
朱
と
黒
の
対
照
、

岩
肌
の
よ
う
な
地
、

文
字
を
主
体
と
し
た
装
飾
を

特
徴
と
す
る
漆
器「
土
佐
古
代
塗
」。

明
治
の
土
佐
で
産
声
を
上
げ
、

現
在
も
続
く
そ
の
歩
み
を
た
ど
る
展
覧
会
。
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OPEN 9：00～18：00 （日曜日は8：00～18：00）
７００円（団体２０名以上５６０円）
高知城とのセット券９００円 高校生以下無料観覧料

※身体障害者手帳、精神障害保健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳、
　被爆者健康手帳所持者と介護者１名は無料
※高知県・高知市長寿手帳所持者は無料
※観覧券は当日のみ有効（年間観覧券は除く）

※展示室への入室は閉館の３０分前まで

主催／高知県立高知城歴史博物館
（公益財団法人土佐山内記念財団）



●
為観字入丸膳
山脇信三（古代堂）

堅牢な地に中国古代
の書体で「為観」の２字
を表わし、さらに古色を施

した古代塗創始者による作
品。明治生まれの漆器ながら、

このような擬古的な作風から「古
代塗」の名が付けられた。

時
代
を
映
す
、

古
代
塗
の
歩
み
。

地
元
高
知
で
は
記
念
品
の
定
番

と
し
て
親
し
ま
れ
、名
入
り
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
製
品
も
さ

か
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。展
覧
会

で
は
、残
さ
れ
た
下
絵
や
型
か
ら

高
度
成
長
期
の
土
佐
と
古
代
塗

の
姿
に
迫
り
ま
す
。

古
代
塗
の
あ
る
暮
ら
し
。

展
覧
会
で
は「
古
代
塗
の
あ
る
暮
ら
し
」を
提
案

し
ま
す
。展
覧
会
会
場
や
S
N
S
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
、漆
器
の
お
手
入
れ
の
仕
方
や
、す
て
き
な

盛
り
付
け
方
な
ど
を
ご
紹
介
。ま
た
ミュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョッ
プ
で
は
商
品
を
実
際
に
触
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

漆
を
楽
し
み
、

古
代
塗
を
知
る
展
覧
会
。

縄
文
の
昔
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
塗
料「
漆
」。

道
具
に
強
度
や
防
水
性
を
与
え
る
だ
け
で

は
な
く
、蒔
絵
、象
嵌
な
ど
の
装
飾
が
工
夫

さ
れ
多
彩
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

展
覧
会
で
は
、漆
芸
の
様
々
な
技
法
も
あ
わ

せ
て
紹
介
し
、古
代
塗
の
特
色
を
浮
き
彫
り

に
し
ま
す
。

〒780-0842　高知県高知市追手筋2-7-5
TEL 088-871-1600　FAX 088-871-1619
https://www.kochi-johaku.jp/

城博

お車をご利用のお客さま 高知自動車道高知ICから約15分。一般来館用の駐車場はございません。
 周辺の有料駐車場をご利用ください。※障害者用駐車場（2台）あり。

JRをご利用のお客さま JR高知駅からとさでん交通路面電車（はりまや橋方面行き約5分）はりまや橋下車、
 乗り換え（鏡川橋または朝倉またはいの方面行き約5分）、高知城前下車、徒歩3分。

●交通アクセス

市役所

オーテピア

現
在
、古
代
塗
唯
一
の
継
承
者
で
あ
る
池

田
泰
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

関
連
企
画

講　

師 
池
田
泰
一
氏（
美
禄
堂
）

日　

時 
令
和
５
年
４
月
２
日（
日
）

 

14
時
〜
15
時

会　

場 
当
館
１
階
ホ
ー
ル

定　

員 
40
名（
先
着
順
）

申
込
方
法 
来
館
・
電
話
・
F
A
X
に
て

 

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。     

①
特
別
講
演
会

土
佐
古
代
塗
と
は
。

明
治
時
代
中
頃
の
土
佐
で
生
ま
れ
た
漆
芸
品
で
す
。

末
永
く
使
え
る
日
用
品
を
目
指
し
、丈
夫
で
傷
の
付

き
に
く
い
塗
り
、歳
月
と
と
も
に
深
み
を
増
す
飽
き

の
来
な
い
デ
ザ
イ
ン
が
追
求
さ
れ
、

◉
深
み
の
あ
る
朱
と
黒
の
対
照

◉
岩
肌
の
よ
う
な
地

◉
文
字
を
主
体
と
し
た
装
飾

と
い
う
、独
特
の
作
風
へ
と
洗
練
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

古
代
塗
が
生
ま
れ
た
て
の
頃
に
は
、

カ
ラ
フ
ル
で
リ
ア
ル
な
図
柄
が
試

み
ら
れ
た
り
、竹
や
木
の
皮
の

素
地
を
活
か
し
た
塗
り

な
ど
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。展
覧
会
で

は
、先
年
、発
見
さ

れ
た
資
料
か
ら
、古

代
塗
草
創
期
の
姿
に
迫

り
ま
す
。

1
3
0
年
前
、

激
動
す
る
時
代
に

漆
器
を
寄
り
添
わ
せ
よ
う
と
、

試
行
錯
誤
し
た
人
た
ち
が
い
た
。

Tough and Stylish Lacquerware “KODAI-NURI”

●彩漆蒔絵蟹図盆
山脇古代堂

土佐料理三種盛り
コーディネイト／藤江ゆかり
撮影／中島健藏
※下の盆を使用

花字入丸膳
池田泰一（美禄堂）

●古代塗の型
旭漆器

②
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー

企
画
展
担
当
者
が
古
代
塗
調

査
の
こ
ぼ
れ
話
を
語
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
、中
止
・
延
期
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

日　

時 
期
間
中
、月
最
終
の
日
曜
日
、

 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

 

3
月
26
日
、4
月
23
日
、

 

5
月
28
日

会　

場 
当
館
３
階
土
佐
史
探
索
室

参
加
費 
無
料

 

（
要
観
覧
券
／
申
込
不
要
）

●
は
当
館
蔵


